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論 文 内 容の要旨

研究目的

Dudrick らの報告以来，中心静脈栄養法は，外科栄

養の分野で重要な位置をしめている.

しかしヒトにおける糖質，アミノ酸などの栄養源

は，消化管で消化・吸収をうけ，門H*をへて肝臓で、代

謝・調節をうける.とくに，肝臓は，アミノ酸代謝に

おいて主たる役割を担っており，門脈内にアミノ駿を

投与することの有効性について以前より報告され，代

謝上極めて有利であると考えられている.また，最近

では，門脈内に直接高カロリー輸液をおこない，従来

の中心静脈栄養法よりも良好な結果を得たと L、う臨床

報告もみられる.

そこで，今回ラットを使用して，門脈内，中心静脈

内に，それぞれ高カロリー輸液をおこなう実験モデル

を作製し，門脈栄養法の有効性について，中心静脈栄

養法との比較により検討した.

対象および方法

対象として，体重300g 前後の Wistar 系雄ラットを

用いて，(I)門脈栄養群〔以下 PV 群)， (II)中心静脈

栄養群(以下 CV 群)， (III) コントロール群(以下 C

群〉に分けて実験をおこなった.方法は， PV 群， CV 

群とも 24 時間水分のみ摂取させたのち，ペントパルビ

タール麻酔下に， PV 群は開腹しシリコンラパーカ

テーテルを門脈内に， CV 群は上大静脈まで同様のカ

テーテノレを挿入した.カテーテル対側は，皮下トンネ

ルを通して背部に出し， Harness ， Protective coil ， 

Swivel をへて持続微量注入ポンプに接続させた. PV 

群， CV 群とも高カロリー輸液のみで，代謝ゲージ内を

無拘束の条件下で 7 日間管理した.輸液は，糖質とし

てクかルコース，アミン酸は N-P-Ca l/ N165 の組成を用

いた.輸液量は， 250m l/ kg/day ， 220kca l/ kg/day と

し，投与 1 日目はその半量， 2 日B からは全量を投与

した.体重は，輸液投与前と終了時，尿量と尿中総窒

素は，輸液開始後連日:測定した. 7 日目の屠殺時に採

血し，血清総蛋白，血糖，インスリン，総鉄結合能，

トランスフェリン，総コレステロール，遊離脂胞酸，

GOT ， GPT ， ALP ， ChE の値を測定した.この際採取

した肝は Hε 染色，ズダン IV 染色， Oil red 染色をお

こない光顕的に観察した.

実験結果および結論

ラットの実験より，門脈栄養法と中心静脈栄養法を

比較検討し次の結果を得た.

1)門脈栄養法は，中心静脈栄養法よりも窒素平衡が

良好に保たれ，肝のアミノ酸代謝に有利に働いた.

2) 体重では，門脈栄養法の方がやや良好な傾向がみ

とめられた.

3) 水分バランスをみると，門脈栄養法においても中

心静脈栄養法と同様に，正常な腎機能が保持された.

4) 門脈栄養法では，肝の脂肪変性が高頻度(約 2倍)

であり，肝の overloading syndrome が出現しやす

かった

5) 血液生化学検査では，門脈栄養法と中心静脈栄養

法の聞に，ほとんど差がみられなかった.

以上より，門脈栄養法と中心静脈栄養法について，

栄養学的ならびに病理組織学的な面より比較検討した

が，門脈栄養法が，中心静脈栄養法よりもアミノ酸代
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謝の面では，優れた栄養法であると考えられた.また，

その他の栄養学的な指標においても雨栄養法聞に差が

なく，門脈栄養法は有用な静脈栄養法のひとつである

との結論を得た.

しかし，病理組織学的な面では，門脈栄養法に肝の

脂肪変性が高頻度に出現するため，脂肪乳剤の併用に

よる比較検討が今後の課題として考えられる.

論 文 審 査の要旨

近年，中心静脈栄養法の普及は外科手術の安全と効果を高める上に大きな貢献を果している.これ

と共に門脈内にチューブを挿入して行なう門脈栄養法が注目されてきているが，著者はこれについ

て，ラットを用いて，無拘束下に管理し，門脈栄養法と中心静脈栄養法を比較検討した.

その結果，門脈内栄養法の有効な点と問題になる点を明らかにし得たもので，学術上価値あるもの

と認める.
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